
　いつも京都博愛会病院、冨田病院、訪問看護ステーションはく
あい、デイケアセンターとみた、その他の関連施設をご利用、ご
協力いただき有難うございます。
　この度、令和元年度公衆衛生事業功労者に対する厚生労働大
臣表彰をいただきました。このような栄誉を賜ったことは日頃の病
院、法人、関係団体のご支援とご協力はもとより、京都私立病
院協会並びに京都府・京都市の医療福祉からのご指導のお蔭と
大変感謝しています。
　公衆衛生事業功労者は「多年にわたり公衆衛生事業のために
献身的活動を続け、その功績が特に顕著であり、その事業に携
わる者の模範となる者を表彰する」となっており、令和元年度の
受賞は125名、８団体でした。
　今後も受賞に恥じないよう、また皆様の期待に応えられるよう
に地域医療の現場と京都私立病院協会を通して京都における病
院等の連携、発展に努力していきたいと思います。

社会福祉法人京都博愛会　理事長　 冨田 哲也
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基本理念
［博愛］博愛の精神に基づいて、患者さまや地域の人々にやさしく、親しまれ、信頼される病院を目指します。
［協調］患者さまを中心に協調の精神でチーム医療を行います。
［健康］私たち自身の心と身体の健康に留意し、良い医療・介護・福祉を提供します。

患者さまと地域医療をつなぐ架け橋
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『
コ
ロ
ナ
危
機
』に
あ
た
っ
て

11
月
末
の
中
国
武
漢
に
端
を

発
す
る
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
」
は
日
本
、
韓
国
に
感
染

を
広
げ
さ
ら
に
欧
米
諸
国
で
の

感
染
爆
発
を
起
こ
し
ま
し
た
。

今
世
界
は
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
」
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
月
上
旬
段
階
で
全
世
界
の
感

染
者
数
４
０
２
万
人
、死
亡
者
数

27・９
万
人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
日
本
で
は
中
国
か
ら

の
感
染
第
一
波
は
３
月
中
旬
頃

に
一
度
終
息
に
向
か
う
か
と
思

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
に
欧

米
か
ら
の
第
二
波
の
感
染
に
見

舞
わ
れ
感
染
者
数
の
急
激
な
増

加
を
来
し
４
月
６
日
に
７
都
府

県
に
、
16
日
に
全
国
に
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
新
規
感
染
者
数
は
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
期
待
さ
れ

る
ほ
ど
の
減
少
に
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
現
在
感
染
者
数
は
約

１
・
６
万
人
、
死
亡
者
６
３
０
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な

感
染
の
広
が
り
で
マ
ス
ク
、
防

護
服
等
の
不
足
、
医
療
機
器
の

不
足
が
起
こ
っ
て
お
り
、
医
療

崩
壊
、
介
護
崩
壊
も
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
、
コ
ロ
ナ
に
対

す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗
原
、
抗

体
検
査
に
よ
る
診
断
体
系
の
構

築
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
、
レ
ム
デ

シ
ビ
ル
、
ア
ビ
ガ
ン
等
様
々
な

治
療
薬
の
治
験
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
遠
か
ら
ず
我
々
は
そ
れ

な
り
に
コ
ロ
ナ
に
対
抗
手
段
を

持
て
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
状
況
の
下
で
も
本
院
も

で
き
る
限
り
地
域
の
方
々
の
健

康
、
介
護
、
福
祉
に
職
員
一
同

全
力
を
傾
け
て
い
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



看 護 物 語

医療の前線
　舌

ぜっ

骨
こつ

上
じょうきん

筋 群や舌
ぜっ

骨
こつ

下
か

筋
きん

群などに電極を貼り、
電気刺激により筋の収縮を促し、必要に応じて唾
液嚥下・水分嚥下・おでこ体操などの練習と組み
合わせながら患者様のレベルに合わせて様 な々設
定で行っています。
　機器を導入して２年弱になりますが嚥下反射
惹
じゃっき

起の安定、喉
こうとう

頭挙
きょ

上
じょう

範囲の改善、咽
いんとう

頭のクリ
アランスの向上の改善例があり具体的には経口摂
取への移行や食形態のアップ、お茶等の水分とろ
みの解除につながっていると考えています。
　今後もこれらの機器を十分に使いこなし患者様
へ還していける様に勉強してまいります。

看
護
師
に
な
り
、
2
年
が
経
ち
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
経
験
や
知

識
の
少
な
い
私
で
す
が
、
患
者
様
と
の
関
り
の
な
か
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や
ラ
ポ
ー
ル
（
信
頼
関
係
）
形
成
の
難

し
さ
に
つ
い
て
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
病
気
を
抱
え
、
制
限
の
あ
る
生
活
を
送
る
入
院
患
者
様

は
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
患
者
様
に
対
し
、

私
達
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
特
に
日
常
生
活
の
援
助
を
行
う
看
護
ス

タ
ッ
フ
が
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
理
解
し
、
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

患
者
様
に
笑
顔
で
接
す
る

こ
と
で
、
患
者
様
が
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
、
不
安
や
ス
ト
レ

ス
の
緩
和
に
つ
な
が
り
、
ま

た
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か

る
こ
と
で
ラ
ポ
ー
ル
形
成
に

も
繋
が
る
か
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
後
も
日
々
笑

顔
で
患
者
様
と
接
す
る
よ
う

心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
笑
顔
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
～  

  

ラ
ポ
ー
ル
形
成
に
つ
な
げ
る
～
」
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京都博愛会病院  リハビリテーション科  副主任 貝本 拓也

低周波治療器
バイタルスティムプラス
の紹介

　電気刺激治療は、基礎および臨床効果のエビ
デンスが強く、様 な々ガイドラインでも治療の有用
性が認められており、当院リハビリテーション科で
も積極的に電気刺激治療を用いています。機器も
４種用意しており（詳細は当院ホームページ）、患
者様の症状に合わせた治療を提供しています。今
回はその中でも、バイタルスティムプラスについて
ご紹介させていただきます。
　京都博愛会病院では2018年度よりバイタルス
ティムプラスという機器が導入されました。バイ
タルスティムプラスは、電気刺激と表面筋電位

（sEMG）バイオフィードバックを同時に行うことが
でき、軽度～重度の嚥

えん

下
げ

障害を呈している患者様
に使用しています。



栄養指導は予約制と
なっております。

　京都博愛会病院ならびに冨田病院の栄養科では、外来栄養食事指導・入院栄養食事指導を実施しています。
　丁寧な内容と会話による指導を心掛け、問題解決に向けて一緒に頑張っていきます。その際、お一人おひとりに合
わせた資料をお渡ししますので、帰宅されてからも内容を確認いただけます。また “１ヶ月に１回”、“２ヶ月に１回”
など継続的な食事指導
も可能ですので、一人
で食事管理が続けられ
るのか不安な方はぜひ
ご利用ください。

京都博愛会病院・冨田病院　栄養科　総括主任

原　久美子栄養食事指導について

入院・外来を問わず、
希望される方はお気軽に
主治医へご相談下さい。

わが町のホームドクター

　

私
は
現
在
、
八
十
七
歳
の
母
の
介
護
を
し
て
い
ま
す
。
冨
田
病

院
は
、
家
か
ら
歩
い
て
八
分
位
の
所
に
あ
り
ま
す
。
母
も
最
初
の

頃
は
、
冨
田
先
生
の
外
来
へ
、
車
い
す
で
通
院
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
だ
ん
だ
ん
と
ベ
ッ
ド
か
ら
車
い
す
へ
の
移
動
が
難
し

く
な
り
、
今
で
は
自
力
で
、
寝
返
り
も
出
来
な
い
状
態
で
す
。

　

あ
る
日
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
に
、
往
診
可
能
な
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
尋
ね
て
み
た
所
、
冨
田
病
院
で
往
診
体
制
を
検
討
さ

れ
て
い
る
と
の
事
。

　

母
に
と
っ
て
、
ず
っ
と
外
来
で
診
て
も
ら
っ
て
い
た
冨
田
先
生

に
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
診
て
も
ら
え
る
事
は
、
何
よ
り
も
あ

り
が
た
い
事
で
し
た
。

　

時
折
母
は
、
冨
田
病
院
に
入
院
し
て
、
お
世
話
に
な
る
事
も
あ

り
ま
し
た
が
、
最
初
の
往
診
か
ら
、
こ
の
七
月
で
、
一
年
が
経
ち

ま
し
た
。
現
在
、
母

が
元
気
に
自
宅
で
毎

日
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
て
い
る
の
は
冨
田

先
生
や
看
護
師
さ

ん
、
病
院
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
の
お
か
げ
で

あ
る
と
、
感
謝
し
て

い
ま
す
。
在
宅
医
療

本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

「
安
心
と
感
謝
の
気
持
ち
」

北
区　

北
尾 

弘
美



京都博愛会病院 TEL:075-781-1131 〒603-8041 京都市北区上賀茂ケシ山1
http://www.kyoto-hakuaikai.or.jp/hakuai/

冨　田　病　院 TEL:075-491-3241 〒603-8132 京都市北区小山下内河原町56
http://www.kyoto-hakuaikai.or.jp/tomita/

訪 問 看 護
ステーション はくあい TEL:075-491-2711 〒603-8041 京都市北区上賀茂ケシ山1

http://www.kyoto-hakuaikai.or.jp/hakuai_nursing/

デイケアセンターとみた TEL:075-491-0700 〒603-8132 京都市北区小山下内河原町69
http://www.kyoto-hakuaikai.or.jp/tomita_care/

　

診療科・役職　精神科　社会療法科長
出身地　奈良県
職　歴　京都大学医学部附属病院、関西
や九州の総合病院精神科や精神科単科病
院に勤務して、令和２年４月から京都博愛
会病院。
趣味・特技　自然遊び、銭湯、体を動かす
こと
今後の抱負　ご縁を有難く思っています。
初心を忘れずに、皆さんのお役に立てるよ
うに努めてまいります。どうぞよろしくお願
いいたします。

診療科・役職　精神科　医局員
出身地　鹿児島県
職　歴　平成30年４月京都大学医学部附属
病院精神神経科、同年10月いわくら病院、
令和２年４月より京都博愛会病院精神科。
趣味・特技　旅行
今後の抱負　主に水曜日の外来と、入院患
者さんの治療に従事しています。今年４月
に入職したばかりでわからないことも多いで
すが、スタッフ一丸となって患者さんの診療
にあたりながら、充実した日々を過ごしてお
ります。今後も地域に貢献して参りますので、
よろしくお願いします。

京都博愛会病院
新任ドクター自己紹介

精神科　 西
にし

嶋
じま

 泰
やす

洋
ひろ

　 精神科　 兒
こ

玉
だま

 祐
ゆう

樹
き

　

下記の皆様よりマスクの御寄付をいただきました。院内感染対応に日々奔走しており、
先の見えないこの状況において医療従事者へのご理解、ご支援心より感謝いたします。

（株）前田染工 様　 （株）ビジタス 様
その他、多数の当法人関連企業様からのご支援に厚く御礼申し上げます。

　あらかじめ必要な情報を登録しておくことで、在宅療養中の高齢者が体調を崩し、在宅での対応が
困難になった時にスムーズに病院で受診し、必要に応じて入院ができるシステムです。早めの対応により、
病状の悪化や身体の働きの低下をできるだけ防ぎ、在宅生活を続けることを支援します。

次のような高齢者（65歳以上）‌
が対象となります。
・在宅で療養中の方
・訪問診療を受けている方
・‌�かかりつけ医に定期的に‌
通院されている方

※登録についてのお問い合わせは、各病院の地域連携室までお願い致します。
京都博愛会病院（直通  TEL.781－1134）　冨田病院（直通  TEL.491－3242）

御 礼

「在宅療養あんしん病院登録システム」とは？


